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1.緒言 de
ingne
ivdt tsupereona
vwaeE )やラムアクセラレータ (4)の 
emo がある.しかし､定常な
J tougue-nhapC-斜め C∫( ma )デ トネーション
デ トネーション波を利用した航空宇宙推進 波を観測した実験例 ( 5)はまだ少なく､エン
用エンジンの研究が､近年活発である (1)｡特 ジン燃焼器内部にそれをスタビライズさせる
に間欠的な非定常デ トネーション波を用いた､ 着火限界条件は明らかになっていない｡本研
P(DE) (2)
に関して､ここ数年多数の論文が発表されて 突入させることで､この定常デ トネーション
いる｡デ トネーション波をエンジンに利用す 波の着火限界条件を､実験的に明らかにする｡
るメリットには､燃焼速度が極超音速であり､ 使用する静止予混合気は､アルゴンで希釈し
圧縮過程が定積変化に近く熱効率が高いこと､ た当量酸水素である｡飛行体の直径は 5mm
パルスデ トネーションエンジン 究では､静止予混合気中に極超音速飛行体を
エンジン構造が単純であることがあげられる｡ J-で､C 速度以上の速度で飛行する｡ 
デ トネーション波をエンジンに対し定常に
スタビライズさせた推進機構には､斜めデ ト 2.実鹸装置
ioi Dt tque eonalbOJ tougue-
ネーション波エンジン (3 it teonaoni Dquelbo(
*1 i1g.実験装置の概略図を F
機械システム工学専攻 大学院生 体周りの流れ場の可視化には,シュリー レン
機械システム工学科 に示した｡飛行
*2
*3 慶応義塾大学 機械工学科 
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法を用いた｡光源にはナノスパーク (閃光時
ange
] 
lvc
fargoiolf teracXA,: mo no n[-
2間 Jk
光源-のタイ ミング用 トリガとして､飛行体 デ トネーション波が写真内に写っている場合
Neレーザ-)を横切る際
ns0 )､カメラには CCDカメラを用いた｡ m/S]は､-CJデ トネーション伝播速度 
がレーザー光 
の信号を用いた｡
He-( は､その波が飛行体に対 して定常であるとし
]S

isn

kl,
VV]degl
て､飛行体速度 V m/ とデ トネーション角β 
から ,c,- p Pとして求めたoまた､
飛行体は直径 5mm の錐頭円柱形状で,円
0度である｡飛行体の材質
はポリエチレンであるo飛行体速度 V,lkm/S]
2
1
錐の全開き角は 
i2g.
写真内にデ トネーション波が写っていない場
合は､F で示すように､写っていた場合
b〟Sから7
19.
は k1
28.
 m/Sの範囲内である｡混 )2
のデータを直線でフィッティングした式( を
合気には､当量の水素一酸素予混合気を､モ 用いた｡ 
､002. 02､.5
 03､.3
 004. ､ 005. 006.ル分率で ､ 
のアルゴンで希釈 したものを混合気 として使∫
i frauLew
JcV
には､ i Sa (7)の実験及び計ndF
の間の範 算結果も□印でプロットした｡ 
1p2
1
6
1
00. o-266-.26
 )2
(
用 した｡混合は一定温度の圧力混合で行い､
その後混合気を 6時間以上静置 した｡混合気 i2g.F
tam05. から tam11.
の初期圧力 
1
9

poは 
囲内である.混合気の初期温度 T oは 2 ±4K
である｡ 4.結果と考察
3.デ トネーションセルサイズ及び まず現象を燃焼波面の減衰の程度で Fig.3
-CJデ トネーション伝播速度
-セルサイズ 入【 mm]は､CJネーション波
が伝播する際の横波構造の幅である｡酸素水
素混合気をアルゴンで希釈 した場合のセルサ
lngenotイズは､S血 l w adE (6)によって詳細
に調査されている｡本研究では､このセルサ
イズデータに対 し最小 2乗法でフィッティン
グした外挿式 (1)を用いることにする｡なお､
混合気の初期圧力は ltapo m],アルゴンのモル
分率は Xlbとした｡ 
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体周りの燃焼波の模式図 (上)とシュリーレ 
i7g.のように分類する｡各図は､飛行
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写真 (下)からなる｡シュリーレン写真の､白色の 5角中央部または右にあ
形が飛行体であり､紙面右方向に飛行している｡
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本研究は,新エネルギー ･産業技術総合開
NEDO)平成 12年度産業技術研究(発機構 
B60(oo )の一環である｡また,720助成事業 
実験には､室蘭工業大学推進工学研究室､赤
井伸宇君､赤川和大君､日向勝詞君の協力を
いただいた｡北海道エア ･ウオーター (樵)
の三上範華氏には､多大な協力をいただいた｡
ここに感謝の意を表する｡
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